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「総合的な学習の時間 完全
かんぜん

攻略本
こうりゃくぼん

」とは？ 

 この攻略本
こうりゃくぼん

は、総合的な学習の時間に取
と

り組むときに、自分たちの力で

学習を進
すす

めるための方法
ほうほう

やヒントをまとめたものです。まさに、総合的な

学習の時間の「学びの地図」です。「学びの地図」は、マニュアルではあり

ません。出発
しゅっぱつ

地点や到着
とうちゃく

地点はどこにするのか、どういう道を辿
たど

るのか、

一直線で行くのか、行ったり来たりするのか…「学びの地図」の使
つか

い方は、

学習するみんなに任
まか

されています。ぜひ、使いこなしてください。 
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※ふりがなは、３年生以上で学習する漢字
か ん じ

が初
はじ

めて出てくるページを中心に書いています。 



さあ、 を始めましょう！ 

 

 

 

 
 

 
  

自分たちで決
き

めます！ 
 自分たちの生活の中の「はてな」から、課題

か だ い

を見付けます。 

 友達や身近な人々と協力することで、解決できることを選
えら

びます。 

 １つだけの正解
かい

というのは、（実
じっ

社会
しゃかい

にも）ありません。 

総合的な学習の時間では、 

どのような力が身
み

に付くの？ 

①意味
い み

を見いだす力 （知識及び技能） 

②学びを創
つく

る力 （思考力、判断力、表現力等） 

③すすんで関
かか

わる力 （学びに向かう力、人間性等） 

総合的な学習の時間では、 

何を学習するの？ 

これら３つは、これからの時代
じ だ い

を 

生きていくために必要
ひつよう

な力です。 

かだい    せってい 

じょうほう しゅうしゅう 

せいり   ぶんせき 

ひょうげん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②調べるとき・ 

実際
じっさい

に取り組んでみるとき 

「生き物
もの

がいっぱい！びっくり！」 

「何種類
しゅるい

くらいいるのかな。」 

「見つけたら記録
き ろ く

しておこう。」 

③調べたことをみんなで話し合うとき・ 

体験
たいけん

を振
ふ

り返るとき 

「分かったことを表
ひょう

に整理
せ い り

しよう。」 

「棒
ぼう

グラフの方がいいよ。」 

「何か関係
かんけい

が見えてきそうだ！」 

④学習のまとめをするとき・ 

伝え合いをするとき 

「川の水のきれいさと 

何か関係
かんけい

があるのかな。」 

「もっと調
しら

べてみたいな。」 

総合的
そうごうてき

な学習
がくしゅう

の時間は、 

どのように学習
がくしゅう

するの？ 

①何をするか決めるとき・ 

新たな活動に入るとき 

「でも、あの川は汚
きたな

いよね。」 

「生き物
もの

って、いるのかな。」 

「みんなで行って、調
しら

べてみよう。」 

ひょうげん 

かだい    せってい 

「学校の近くには 

大きな川があるよ！」 

じょうほう しゅうしゅう 

「水のきれいさって 

調
しら

べられるのかな。」 

せいり   ぶんせき 



何をするか決
き

めるとき・新
あら

たな活動に入るとき 

 ふだんの生活や、社会の様子
よ う す

に目を向けて、自分の疑問
ぎ も ん

などを基
もと

に「解決
かいけつ

し

たい！」と思える課題
か だ い

をもつことがより良
よ

い総合的
そうごうてき

な学習の時間につながっ

ていきます。１つの課
か

題
だい

を解
かい

決
けつ

する中で、新たに分からないことや調べたいこ

とが生まれ、次
つぎ

の「課題
か だ い

」ができることもあります。 
 

★ 課題
か だ い

の手がかり～価値
か ち

ある課題
か だ い

はここから！～ 
 

課題の手がかり 

 日頃
ひ ご ろ

、「気になるな」「何とかしたいな」「解決
かいけつ

したいな」「こうしたい

な」「不思議
ふ し ぎ

だな」と思うこと 

 前時までの学習の振
ふ

り返りから 

 資料
しりょう

を比
くら

べて気付いたこと 

 地域
ち い き

の人や専門家
せ ん も ん か

との交流
こうりゅう

で気付いたこと など 
ああ 

 

★ 課題の手がかりが見付かったら…… 
 

やり方① ２つの事実
じ じ つ

や資料
し り ょう

を比べて課題
か だ い

を決める 

 

やり方② 気付いたことなどを付
ふ

せん・カードに整理
せ い り

して課題
か だ い

を決める 

 
 

 みんなで話し合って、課題
か だ い

を決める！ 

 説明しながら１枚ずつ付せんを出す。 

 似た意見の付せんがあれば、そのときに出し合う。 

 同じ内容
ないよう

で囲
かこ

んだり、名前を付けたりする！ 

  

 付せんには短
みじか

い言葉
こ と ば

で書く！ 

 １つの付せんには１つの内容
ないよう

を書く。 

 友達と協力
きょうりょく

して考えを出し合う！ 

友達の発言
はつげん

から共通点
きょうつうてん

や違
ちが

いを見付
つ

ける。 

働いている
人は、○人

お客さんに
～～と思っ
てもらいた
い

忙しそうに
働いていた

働いている人

商品は全
部で○種
類ある

お昼になる
とお客さん
が多い

安い物は
目立つ所
に置いてい
た

お店の様子

→お店で働いている人たちは、どんな工夫
をして働いているのだろう？

 比
くら

べやすいものを選
えら

んで比べる！ 

「今と昔
むかし

の映像
えいぞう

」「２枚の写真」など。 

 他
ほか

の教科などの学習を生かす！ 

社会科や算数の学習を生かして資料
しりょう

を読み取る。 



やり方③ その他
他

の方法で課題
か だ い

を決める 

多くの疑問
ぎ も ん

の中

から、大切なこ

とを選
えら

び、課題
か だ い

を決める 

 課題
か だ い

にすることを、付せんやカードに書き出す。 

 大切なことは何か考え、順番
じゅんばん

を決める。 

 みんなでどういう基準
き じ ゅ ん

で順番
じゅんばん

を決めるか話し合って決

める。 

ウェビングでイ

メージを広げて

から課題
か だ い

を決め

る 

 中心テーマを決め、その周
まわ

りにイメージすることを書き

出し、線でつなぐ。 

 完成
かんせい

した図を見て、同じ内容
ないよう

を線で囲
かこ

んだり、関係
かんけい

する

ものを線でつないだり、大切だと思うことに印
しるし

を付けた

りする。 

 完成した図を友達と見合って、話し合いを通して課題
か だ い

を

決める。 

グラフの変化
へ ん か

を

読み取って考え

た こ と を 基
も と

に

課題
か だ い

を決める 

 

 読み取りのポイント（例） 

①変化の大きいところ 

②変化の小さいところ 

③変化の特徴
とくちょう

 

④グラフから言えること 

⑤全体的にどのようなことが言えるか、など 

 読み取った事実
じ じ つ

を基
も と

に、疑問
ぎ も ん

を見付けて課題
か だ い

を決める。 

どうしてこのような変化
へ ん か

になったのか、これからどう

するべきなのかを考える。  
  

のみ川

小さい

きれい

生物

ごみ

ゴミ拾いの人

ポイ捨
て

だれ？

調べること ベスト３

１ 川の汚れ

２ 川の生物

３ 川に関わる人

川の汚れ
はどのくら
いだろう。

川をきれ
いにする人
はいるのだ
ろう。

川にはどん
な生物がい
るのか。昔と
変化はある
のか。



調
し ら

べるとき・実際
じっさい

に取
と

り組
く

んでみるとき 

 

自分たちで決
き

めた課題
か だ い

を解
かい

決
けつ

するには、調
しら

べたり、実際
じっさい

に取
と

り組んだりする

必要
ひつよう

があります。そうすることで、分からなかったことが分かるようになり、

課題
か だ い

解決
かいけつ

に近付
づ

くことができます。 

 

★どんな情報
じょうほう

を、どうやって集
あつ

めるの？ 

 

★「調
しら

べるとき」のポイントはこれだ！ 
 

流れ すること 例（多摩川を調べる） 

目的
もくてき

を考える 何のために情報
じょうほう

を集める

るのか確認
かくにん

する。 

多摩
た ま

川
がわ

のことを町の人がどう思っているか

確
たし

かめるために情報
じょうほう

を集める。 

 

内容
ないよう

を考える 何を調
しら

べるのかはっきり

と決める。 

多摩
た ま

川
がわ

に行くのはどんな時か、多摩
た ま

川
がわ

の良
よ

いところは何か調
しら

べる。 

 

方法
ほうほう

を決める 
目的・内容に合う 

調
しら

べる方法
ほうほう

を決める。 

多くの人に話を聞きたいから、アンケート

にする。アンケートは地域
ち い き

の人に配
くば

る。 

 

保存
ほ ぞ ん

の方法を 

考える 

これからの学習に役立つ

ように集めた情報
じょうほう

を取っ

ておけるようにする。 

アンケートの用紙を見て、その結果
け っ か

をノー

トに書く。内容
ないよう

ごとに見出しを貼
は

って分か

りやすくする。 

 

  

 自分で調
しら

べてみたいな！  → 

 本、インターネット、 

 見学
けんがく

、体験
たいけん

、実験
じっけん

、観察
かんさつ

 

 区
く

役所
やくしょ

の人に聞いてみたいな！ 

→ 

 インタビュー 

 学校に来てもらい話を聞く 

 電話、メール、ＦＡＸ 
 詳しい

くわ

人(専門家
せんもんか

)に聞いてみたいな！ 

 多くの人の意見
い け ん

を聞いてみたいな。 

他
ほか

の人はどう思っているのかな！  

→ 
 アンケート 

 インタビュー 



★「調
しら

べるとき」の具体例
ぐたいれい

・ポイント 
 

アンケートで調べる 

【アンケートの例】 

 

 

ノートやファイルに調べたことをためていく  

【ため方の例】 
 

 
  

 短
みじか

く分かりやすい質問
し つも ん

に！ 
アンケートに答える人に分かりやすい文を書き

ます。友達と見合ったり、先生に点検
てんけん

をして

もらったりします。 

 短時間
た ん じ か ん

で回答できるようにする！ 

「はい」「いいえ」で答えられる質問
しつもん

や、いく

つかの中から選ぶ形式
けいしき

を取り入れると良いで

す。 

 まずは答えやすい質問
し つも ん

から！ 

１問目などは答えやすい質問にし、意見や理由
り ゆ う

を聞く場合は、最後
さ い ご

の方に設
もう

けると答えやすく

なります。 

 見出しをつけておく！ 
見出しをつけることで、何ページに何が書かれている

かはっきりします。集
あつ

めた情報
じょうほう

を後で見返すときに分かり

やすくなります。 

 大事なところを自分なりにチェックする！ 

集めた資料
しりょう

をそのまま取っておくだけでなく、自分で

大事なところだけを書いたり、色ペンで線を引いたりしてお

くと、集
あつ

めた情報を使いやすくなります。 

町
の
人
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト

多
摩
川
の
水

多
摩
川
に

関
わ
る
人

生
き
物
・植
物

区
役
所
の人

の
話



調べたことをみんなで話し合うとき・ 

体験
たいけん

を振
ふ

り返
かえ

るとき 
 

 せっかく得
え

られた情報
じょうほう

もそのままでは、もったいない！ 

関係
かんけい

を見付
み つ

けたり、新
あら

たなことに気付
き づ

いたり、自分の考えを作ったりするた

めに、みんなで話し合ったり、振
ふ

り返
かえ

ったりすることを大切にします。 

 

★何
なに

をどのように「話し合ったり、振
ふ

り返
かえ

ったり」するの？ 
 

何
なに

を  活動
かつどう

の例
れい

 

 町の特徴
とくちょう

や問題点
もんだいてん

 → 
 付せんに書き出したものを仲

間分けする 

 スーパーのエコバッグの利用率
り よ う り つ

 →  グラフに表して、特徴
とくちょう

を見付け

る 

 商店街
しょうてんがい

のお店の種類
しゅるい

 → 
 地図にシールを貼

は

って、特徴
とくちょう

を

見付ける 

 自分たちで作る和食
わしょく

のメニュー →  メニュー同士を比
くら

べる 

話し合ったり、振
ふ

り返
かえ

ったりする内容
ないよう

によって、どう考えるかを決めていき

ます。 

 
 

★活動
かつどう

のポイントはこれだ！ 
 

活動を振
ふ

り返
かえ

りたいとき 

 
 

 

  

 自分が感じたことや気付いたことか

ら、考えをまとめる！ 

活動
かつどう

したことや感想
かんそう

を下の足の部分
ぶ ぶ ん

（○）に

記入し、上の頭の部分に、それを基
もと

にした自分

の考えを記入
きにゅう

することで活動を具体的
ぐたいてき

に振
ふ

り

返
かえ

ることができます。 

ク
ラ
ゲ
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、 

し
ぜ
ん
研
究
所

け
ん
き
ゅ
う
し
ょ

に
つ
い
て
振
り
返
る 



調べたことを比
くら

べたり、仲間
な か ま

分
わ

けしたりしたいとき 

 

 
 

より詳
くわ

しく考えたいとき 

 
 

 

  

 比
くら

べることで、同じことや違
ちが

いが分かる！ 

１つのものだけを調べるよりも、他の

ものと比べることで、そのものだけがも

つ特徴
とくちょう

や他のものと同じことが見えて

きます。 

 付
ふ

せんを活用しよう！ 

付
ふ

せんを活用すれば、別
べつ

の場所に動か

したい時に素早
す ば や

く動かすことができま

す。付
ふ

せんに意見
い け ん

や考えを書いておくと、

話し合いもスムーズです。 
 

 分類
ぶんるい

することで、特徴
とくちょう

が分かる！ 

仲間
な か ま

分けをしてみると、「このお店は

○○からの食品
しょくひん

が多いね。」など特徴
とくちょう

が

はっきりします。 
 

 考えをはっきりさせたり、具体的
ぐ た い て き

にした

りできる！ 

体験
たいけん

したことを発表したり、文章
ぶんしょう

に

まとめたりする前に、フィッシュボーン

を使って、考えてみると伝えたいことや

書きたいことがはっきりします。 

食品の産地を分けよう 

東京都 
  

 

 

外国 

 

 

東京都以外 

 

ベ
ン
図
を
使
っ
て
、 

カ
イ
コ
と
ア
ゲ
ハ
の
特
徴

と
く
ち
ょ
う

を
比 く

ら

べ
る 

Ｙ
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、 

食
品
の
産
地

さ

ん

ち

を
分
け
る 

フィッシュボーンを使って、 

白米
はくまい

について調べたことを書き出す 



 

学習
がくしゅう

のまとめをするとき・伝え合いをするとき 
 

みんなで、話
はな

し合
あ

ったり、振
ふ

り返
かえ

ったりした後は、学習
がくしゅう

のまとめをします。 

学習
がくしゅう

したことをだれかに伝
つた

えたり、自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えとしてまとめたりするこ

とで、調
しら

べている課題
か だ い

がよく分
わ

かったり、新
あら

たな課題
か だ い

が生
う

まれたりします。こ

れが、深
ふか

まりのある学習
がくしゅう

活動
かつどう

につながるのです。 

 

★何
なに

をどのようにまとめたり、伝え合ったりするの？ 
 

何
なに

を どのように 

 本
ほん

やインターネットで調
しら

べて分
わ

かった

こと 

 友達
ともだち

との交流
こうりゅう

、話
はな

し合いを通
とお

して分か

ったこと 

 ゲストティーチャーの話、質問
しつもん

から分

かったこと 

 実際
じっさい

にやってみて分かったこと、体験
たいけん

し

てみて分かったこと 

 これまでの学習
がくしゅう

の感想
かんそう

・振
ふ

り返
がえ

り 

 学習
がくしゅう

を通
とお

した自分の成長
せいちょう

・変化
へ ん か

 

など 

 振
ふ

り返
かえ

りカードを書
か

く。 

 保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ち い き

の人を招
まね

いて発表会
はっぴょうかい

を

する。 

 プレゼンテーションソフト（パソコン

の画面
が め ん

）を使
つか

った発表
はっぴょう

会
かい

をする。 

 新聞
しんぶん

、レポート、パンフレット、ポス

ターを作
つく

る。 

 立場
た ち ば

を決
き

めて話
はな

し合ったり、友達
ともだち

と

議論
ぎ ろ ん

したりする 

など 

 

★「まとめをするとき」・「伝え合いをするとき」のポイントはこれだ！ 
 

振り返りを書くときのポイント 

 

 これまでの学習を 

よく思い出して振
ふ

り返
かえ

る！ 

 友達
ともだち

の発表や意見
い け ん

から 

分かったことを書く！ 

 書くこと（視点
し て ん

）を決めて書く！ 



話し合ってまとめをするときのポイント 
 
 

 

その他
ほか

のまとめ・表現
ひょうげん

する方法
ほうほう

のポイント 
保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ち い き

の人を

まねいた発表会 

 

 どういう発表にしたら、保護者や地域の人が分かるか、相手の

ことを考えて発表をしよう。 

 自分の考えをはっきりさせ、伝えたい内容や言いたいことを明ら

かにしよう。 

 どのような順序
じゅんじょ

で発表したら、分かりやすくなるか考えよう。 

新聞、レポート、パンフ

レット、ポスターにまと

める 

   

 

 「多くの人たちに発信
はっしん

する」「自分自身
じ し ん

の記録」など目的や読み

手に応
おう

じて形式
けいしき

、内容を工夫
く ふ う

しよう。 

 読んでもらった人に感想をもらい、自分たちの発表を評価して

（よいところや改善点
かいぜんてん

を言って）もらおう。 

 読んだ人の感想を基に、よかったところや改善点を見付けよう。 

 

 

 

 

 
  

 
まとめを通して、分かったこと・まだ分からないことをはっきりさせて、次の活動につ

なげていくことが大切です。

 友達の意見に学
まな

ぶ！ 

 理由
り ゆ う

のある発言をする！ 

 発言
はつげん

は短
みじか

く！ 

かんたんに！ 

この本に書いてある

ように、私は多摩
た ま

川
がわ

につ

いて、○○と考えます。 

□□さんの意見は確
た し

かにそうだと思うな。 

話し方も分かりやすく

ていいな。 

 私
わたし

は、□□と考えます。理由は２つありま

す。１つ目は、・・・。２つ目は・・・・。 

まとめ 

新たな

課題 

○○のことは 

よく分かったぞ！ 

でも、まだ□□のことは、 

よく分かっていないな。 



〔その他の思考ツール〕 
 

  
  

 
  

 
 

□ 

□□ 

□□□ 

□□□□ 

□□□ 

□□ 

□ 

ピラミッドチャート くま手チャート ダイヤモンドランキング 

 
 

Ｐ 
いいところ 

Ｍ 
だめなところ 

Ｉ 
おもしろさ 

  

 

 

 

 

 

 
    

    

    

    

    

    
 

座標軸（ざひょうじく） ＰＭＩ マトリックス（表） 
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